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 質　問　事　項 

 

№　１　

市民が安心して利用できる公園の樹木管理について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

２年前、東京都の歩道でいちょうの枝が落下し、下敷きになった方が死亡し

た事故を受け、全国の自治体が調査したところ、全国の公園や道路での樹木の

倒木、枝の落下による事故が、３年半で 1,700 件あまり起きていたことが、国

土交通省の調査で分かりました。 

近くの吉岡公園にも「落枝注意」の看板が、数か所立てられています。 

台風や風の強い日の後だけではなく、日常的に、２～３メートルの枝が落ち

ていることがあります。落下時に人が近くにいることも考えられ、けがをする

危険性もあります。 

そこで、市内の都市公園で、どのような樹木管理が行われているのか、以下

の３点について、答弁を求めます。 

 

（１）　現状把握について 

過去３年間で、公園内で倒木や枝の落下による事故があったかどう

か。また、事故には至らなかったものの倒木や大きな枝の落下などの事

例はあったかどうか伺います。 

 

（２）　安全点検について 

公園の樹木について、定期的な安全点検は、どのように実施されてい

るのか、その方法と頻度について伺います。 

 

（３）　今後の計画について 

公園の樹木も植栽から長い年月が経過すれば、老木化し、倒木や枝の

落下による事故の危険性が高まります。公園樹木健全化指針を策定し、

実行計画を作成している自治体もあるようです。 

今後の公園樹木管理の計画について伺います。
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 質　問　事　項 

 

№　２　

今後の少年センターについて

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

最近、「少年センターがなくなる。」という話が聞こえてきます。近年、青少

年を取り巻く環境が大きく変わり、ＳＮＳによるトラブルや闇バイトなど、非

行や犯罪の形態も多様化・複雑化してきています。それに伴い、少年センター

の業務内容も変わってきていると考えられます。 

青少年健全育成のために、今後、少年センターが、どのように変わっていく

のか、以下の５点について答弁を求めます。 

 

（１）　少年センターの業務内容について 

少年センターは、現在どのような業務を担っているのか伺います。 

 

（２）　名称変更について 

少年センターという名称が変更されるのか伺います。 

 

（３）　組織の変更について 

他市では、少年センターの組織を変更し、その業務内容を進化させて

いる自治体もあります。本市において、組織の変更があるのか伺います。 

 

（４）　少年センターが担っている業務の今後について 

少年センターが担っている業務を、今後は、どのように行っていくの

か伺います。 

 

（５）　青少年健全育成の取組の強化について 

最近、中学生の非行増加も話題になり、現在の青少年を取り巻く環境

は複雑化していると考えられます。今後の少年センターは、業務を分散

化することなく、「子ども若者相談センター」のような若者の居場所づく

りを含めた相談機関に移行するなど、子どもたちが安心して相談でき、

非行や犯罪などに巻き込まれないように支援できる体制を作る必要が

あります。 

本市の見解を伺います。


